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Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
・
解
析
部
が
一
一
月
の

一
〇
日
～
月
末
に
か
け
て
実
施
し
た
、
二
〇

一
四
年
・
第
３
四
半
期
の
業
況
実
績
等
に
関

す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー

調
査
」（
56
頁
参
照
）
で
は
、
現
状
の
雇
用
過

不
足
感
は
ど
う
か
、
人
手
不
足
の
今
後
の
影

響
を
ど
う
み
る
か
に
つ
い
て
も
掘
り
下
げ
て

尋
ね
て
い
る
。
ま
た
、
関
連
し
て
過
去
一
〇

年
間
、
低
迷
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
教
育
訓
練

投
資
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
見
通
し
が
ど
う

な
る
の
か
把
握
し
た
。
結
果
を
み
る
と
、
景

気
が
「
緩
や
か
な
回
復
基
調
」
を
続
け
て
い

る
中
に
あ
っ
て
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
て
お

り
、
若
年
や
未
熟
練
・
中
途
の
採
用
増
加
や

女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
多
様
な
労

働
力
の
活
用
等
に
伴
い
、
教
育
訓
練
投
資
に

も
下
げ
止
ま
り
や
増
加
の
兆
し
が
う
か
が
え

る
よ
う
だ
。
以
下
、
調
査
結
果
の
概
要
を
抜

粋
し
て
紹
介
す
る
。

　

な
お
、
特
別
調
査
の
対
象
は
、
企
業
モ
ニ

タ
ー
で
あ
る
。
実
査
の
結
果
、
四
五
社
の
回

答
を
得
た
が
、
大
手
企
業
に
絞
っ
て
そ
の
傾

向
を
確
認
す
る
た
め
、
今
回
は
上
場
企
業
で

あ
る
か
、
従
業
員
規
模
一
〇
〇
〇
人
以
上
の

い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
四
二
社（
六
二
・

七
％
）
の
回
答
を
集
計
対
象
と
し
た
。
属
性

は
、
上
場
企
業
が
八
〇
・
五
％
、
従
業
員
規

模
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
九
四
・
〇
％
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
製
造
業
が
五
二
・
四
％
、

非
製
造
業
が
四
七
・
六
％
で
、
製
造
業
の

ウ
ェ
ー
ト
が
高
い
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
の
雇
用
過
不
足
感
は
ど
う
か

　

ま
ず
、
現
在
の
雇
用
過
不
足
感
を
尋
ね
る

と
、【
従
業
員
全
体
】
に
つ
い
て
は
「
不
足
」

が
四
・
八
％
、「
や
や
不
足
」
が
三
八
・
一
％
、

「
適
当
」
が
四
七
・
六
％
で
、「
や
や
過
剰
」

が
七
・
一
％
、「
過
剰
」
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
（
無

回
答
二
・
四
％
）。
不
足
は
計
四
二
・
九
％

に
の
ぼ
り
、
適
当
に
迫
る
勢
い
で
あ
る
。
雇

用
の
不
足
感
が
、
か
な
り
強
ま
っ
て
い
る
様

子
が
窺
え
る
。

　

雇
用
形
態
別
に
み
る
と
、
不
足
感
が
よ
り

強
い
の
は
【
正
規
従
業
員
】
で
あ
る
。【
正

規
従
業
員
】
に
つ
い
て
は
「
不
足
」
が
二
・

四
％
、「
や
や
不
足
」が
三
八
・
一
％
、「
適
当
」

が
四
七
・
六
％
で
、
不
足
計
が
約
四
割
（
四

〇
・
五
％
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
一
方
、「
や

や
過
剰
」
は
七
・
一
％
、「
過
剰
」
は
ゼ
ロ
と

な
っ
て
い
る
（
無
回
答
四
・
八
％
）。

　
【
非
正
規
従
業
員
】に
つ
い
て
は
、「
適
当
」

と
す
る
回
答
が
六
一
・
九
％
を
占
め
た
。「
不

足
」（
四
・
八
％
）
と
「
や
や
不
足
」（
二
一
・

四
％
）
を
合
わ
せ
た
不
足
計
は
四
社
に
一
社

程
度
（
二
六
・
二
％
）
で
あ
り
、「
や
や
過
剰
」

が
七
・
一
％
、「
過
剰
」
が
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い

る
（
無
回
答
四
・
八
％
）。

　

雇
用
の
不
足
感
が
高
ま
っ
て
い
る
理
由
は

何
だ
ろ
う
。
自
由
記
述
を
具
体
的
に
み
る
と
、

【
正
規
従
業
員
】
で
と
く
に
不
足
感
が
強
い

理
由
と
し
て
、「
受
注
台
数
が
工
場
の
生
産
可

能
台
数
を
超
え
る
状
況
が
継
続
し
て
お
り
、

機
械
加
工
、
溶
接
の
技
能
保
有
者
が
不
足
し

て
い
る
。
公
共
事
業
の
受
注
量
も
増
加
し
て

い
る
た
め
、
現
場
の
監
理
技
術
者
不
足
も
深

刻
で
あ
る
」【
非
鉄
金
属
】
と
い
っ
た
記
述
が

み
ら
れ
る
。
ま
た
、「
航
空
民
需
を
は
じ
め
と

す
る
い
く
つ
か
の
事
業
が
拡
大
基
調
に
あ
り
、

研
究
開
発
に
伴
う
設
計
業
務
等
で
人
員
が
逼

迫
し
て
い
る
」【
造
船
・
重
機
】、「
工
事
出
件

量
を
カ
バ
ー
で
き
る
技
術
者
数
が
不
足
し
て

い
る
」【
建
設
】
な
ど
と
し
て
、
操
業
・
事
業

の
繁
忙
に
伴
い
、
と
く
に
専
門
職
の
正
規
従

業
員
が
不
足
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　

な
お
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
「
定
年
再
雇

用
者
等
で
補
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
」【
建

設
】
と
の
回
答
も
み
ら
れ
た
。

　

一
方
、【
非
正
規
従
業
員
】
の
不
足
感
の
理

由
は
何
だ
ろ
う
。
自
由
記
述
に
よ
る
と
「
好

況
感
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
実
態
と
し
て
は
業

績
が
伸
び
て
お
り
、
現
場
の
人
員
数
に
不
足

感
が
漂
っ
て
い
る
」【
自
動
車
販
売
】
と
い
う
。

ま
た
、「
工
場
等
の
現
場
で
採
用
難
が
続
い
て

い
る
」【
水
産
】
や
、「
店
舗
で
の
非
正
規
採
用

が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
、
散
見

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」【
遊
技
機
器
】

な
ど
、
と
く
に
現
場
で
の
逼
迫
を
指
摘
す
る

声
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

他
に
も
、「
人
手
が
掛
か
る
製
品
が
増
加
し

て
い
る
反
面
、
有
効
求
人
倍
率
の
上
昇
に
伴

い
、
思
い
通
り
の
採
用
数
が
確
保
で
き
て
い

な
い
。
不
足
分
は
派
遣
労
働
者
の
受
け
入
れ

で
補
っ
て
い
る
」【
パ
ン
・
菓
子
】
や
、「
事
業

拡
大
に
伴
う
必
要
人
員
の
確
保
が
で
き
て
い

な
い
」【
シ
ル
バ
ー
産
業
】
の
よ
う
に
、
付
加

価
値
化
や
事
業
拡
大
に
伴
い
、
正
規
・
非
正

規
を
問
わ
ず
人
手
不
足
に
陥
っ
て
い
る
企
業

も
あ
る
よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、「
長
年
続
い
た
不
況
に
伴
う
人
員

調
整
を
継
続
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
景
気
の
変

化
や
円
安
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ビ
ザ
緩
和
等
で

外
国
人
ゲ
ス
ト
が
増
加
し
た
。
企
業
・
個
人

の
ホ
テ
ル
利
用
が
増
え
て
い
る
が
、
労
働
市

場
の
逼
迫
で
必
要
人
員
数
の
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
（
求
人
に
一
定
数
の
応
募
は
あ

る
が
、
職
種
に
よ
り
需
要
と
供
給
が
一
致
し

な
い
）」【
ホ
テ
ル
】
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

人
員
削
減
基
調
か
ら
の
方
針
転
換
が
後
れ
た

こ
と
や
、
職
種
に
よ
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
あ
げ

る
回
答
も
あ
っ
た
。

人
手
不
足
の
今
後
の
影
響
を
ど
う
み
る
か

　

こ
う
し
た
な
か
、
人
手
不
足
の
今
後
の
影

響
を
ど
う
み
る
か
尋
ね
る
と
、「
深
刻
な
影
響

が
あ
る
」
が
七
・
一
％
、「
一
定
程
度
の
影
響

が
あ
る
」
が
四
七
・
六
％
で
、
合
わ
せ
て
何

ら
か
の
影
響
を
予
想
す
る
企
業
が
過
半
数
を

占
め
た
。
一
方
、「
ほ
と
ん
ど
影
響
は
な
い
」

は
三
社
に
一
社
（
三
五
・
七
％
）
に
と
ど
ま

り
、「
ま
っ
た
く
影
響
は
な
い
」
は
二
・
四
％
、

「
分
か
ら
な
い
」
は
四
・
八
％
だ
っ
た
（
無

回
答
二
・
四
％
）。

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
影

響
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
自
由
記
述
を

分
類
す
る
と
、「
新
卒
採
用
に
お
け
る
競
争
の

激
化
や
、
稼
働
率
の
向
上
に
合
わ
せ
た
派
遣

社
員
の
柔
軟
な
採
用
が
し
に
く
く
な
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
」【
建
設
】
や
、「
新
卒
採
用
の

質
と
数
の
維
持
が
難
し
く
な
る
」【
造
船
・
重

機
】、「
と
く
に
新
卒
採
用
に
お
い
て
、
人
数
・

質
の
両
面
で
充
足
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
」【
電
機
】、「
応
募
数
の
減
少
。
内

定
辞
退
の
増
加
」【
警
備
】
な
ど
、
新
卒
採
用

に
対
す
る
影
響
を
懸
念
す
る
声
が
多
く
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、「
新
卒
の
確
保
が
困
難
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
と
く
に
優
秀
な
学
生
、
機
電
系
の
学

生
の
採
用
が
困
難
で
あ
る
」【
石
膏
】
と
、
大

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
特
別
調
査

強
ま
る
人
手
不
足
感
、
教
育
訓
練
投
資
に
下
げ

止
ま
り
の
兆
し
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手
企
業
で
あ
っ
て
も
そ
の
影
響
が
既
に
出
始

め
て
い
る
と
の
回
答
も
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、「
工
場
技
能
員
（
生
産
要
員
）
の
確

保
に
一
定
の
影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
」

（
ゴ
ム
）
や
、「
店
舗
に
お
け
る
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
従
業
員
の
確
保
」【
玩
具
等
販
売
】、

「
主
と
し
て
中
途
採
用
の
バ
ス
乗
務
員
の
要

員
確
保
に
影
響
す
る
」【
鉄
道
】
な
ど
と
し
て
、

と
く
に
現
場
の
非
正
規
従
業
員
の
確
保
が
困

難
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
企
業

も
多
い
よ
う
だ
。

　

ま
た
、「
長
時
間
労
働
が
常
態
化
す
る
こ
と

に
よ
る
モ
ラ
ー
ル
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
」【
建

設
】
や
、「
残
業
時
間
増
な
ど
労
務
管
理
上
の

影
響
が
考
え
ら
れ
る
」【
石
油
卸
】、「
時
間
外
勤

務
の
増
加
に
よ
る
人
件
費
増
」【
ホ
テ
ル
】の

よ
う
に
、
既
存
の
従
業
員
の
負
担
が
重
く
な

る
こ
と
に
対
す
る
懸
念
や
、
残
業
の
増
加
に

伴
う
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
懸
念
す
る
声
も
あ
っ

た
。

　

さ
ら
に
、「
Ｉ
Ｔ
人
材
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
今
後
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
遅

れ
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
」【
印
刷
】
や
、「
人
手

不
足
に
よ
る
機
会
損
失
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
」【
建
設
】、「
納
期
遅
延
、品
質
低
下
等
」

【
非
鉄
金
属
】、「
人
員
不
足
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
ク
オ
リ
テ
ィ
や
商
品
力
の
低
下
」【
ホ
テ

ル
】、「
工
場
現
場
に
お
け
る
人
件
費
の
高
騰

も
し
く
は
人
材
不
足
に
よ
る
生
産
量
の
低

下
」【
水
産
】、「
医
薬
品
事
業
で
は
、
他
社
と

の
競
合
激
化
か
ら
と
く
に
薬
剤
師
等
の
有
資

格
者
の
採
用
が
困
難
に
な
る
と
予
測
さ
れ

る
」【
食
品
】
と
い
っ
た
具
合
に
、
人
手
不
足

が
こ
れ
ま
で
通
り
の
事
業
遂
行
を
危
う
く
す

る
と
の
見
方
も
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
、「
瞬
間
的
な
労
働
力
不
足
は
派
遣
労

働
者
等
で
補
え
る
が
、
熟
練
が
必
要
な
技
能

の
継
承
や
、製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ク
オ
リ
テ
ィ

確
保
等
の
面
で
、
正
社
員
等
基
幹
労
働
力
の

不
足
は
将
来
的
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

と
危
惧
さ
れ
る
」【
パ
ン
・
菓
子
】
の
よ
う
に
、

人
手
不
足
が
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
と
な
っ
て
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
技
能
継
承
に
じ
わ
じ

わ
と
影
響
し
て
い
く
だ
ろ
う
、
と
の
危
機
感

を
持
つ
企
業
も
み
ら
れ
た
。

教
育
訓
練
投
資
の
現
状
と
見
通
し

　

こ
う
し
た
な
か
、
企
業
に
お
け
る
人
材
投

資
、
す
な
わ
ち
教
育
訓
練
投
資
は
今
後
、
ど

う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

過
去
一
〇
年
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
き
た
の
か

　

ま
ず
、
従
業
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
投
資

が
、
過
去
一
〇
年
間
で
概
ね
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
き
た
の
か
把
握
し
た
。
結
果
を
み
る

と
、
少
な
く
と
も
今
回
の
回
答
企
業
で
は
、

【
正
規
従
業
員
】
に
つ
い
て
は
増
加
傾
向
が

優
勢
、【
非
正
規
従
業
員
】
は
横
這
い
傾
向
が

優
勢
で
、全
体
と
し
て
は
増
加（
四
五
・
二
％
）

～
横
ば
い
傾
向
（
三
八
・
一
％
）
で
推
移
し

て
き
た
こ
と
が
分
か
る
（
図
１
）。

　

そ
の
う
え
で
、
過
去
一
〇
年
間
、
教
育
訓

練
投
資
（
全
体
）
が
「
概
ね
横
這
い
」
あ
る

い
は
「
減
少
傾
向
」
で
推
移
し
て
き
た
企
業

に
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
と
、
多
か
っ
た
順

に
、
①
景
気
の
動
向
（
デ
フ
レ
経
済
、
業
績

の
低
迷
等
）（
七
〇
・
六
％
）、
②
要
員
縮
小
・

業
務
の
多
忙
化
に
伴
う
時
間
的
な
余
裕
の
不

足
（
三
五
・
三
％
）、
③
教
育
訓
練
投
資
の

対
象
者
限
定
・
重
点
配
分
化
（
二
九
・
四
％
）、

④
新
規
学
卒
な
ど
若
年
採
用
の
減
少（
一
七
・

六
％
）
⑤
中
途
・
戦
力
採
用
の
増
加
（
一
一
・

八
％
）
の
ほ
か
、
後
は
す
べ
て
同
率
（
五
・

九
％
）
で
、

「
非
正
規
従

業
員
の
増

加
」「
Ｉ
Ｔ

化
・
自
働
化

等
に
よ
る
省

力
化
の
進

展
」「
再
雇
用

者
の
増
加
に

伴
う
人
件
費

の
圧
迫
」「
教

育
訓
練
を
受

け
る
従
業
員

側
の
意
欲
低

下
」「
教
育
訓

練
の
自
己
責

任
化
」「
事
業

の
不
確
実
性

の
高
ま
り
等

に
伴
う
育
成

内
容
の
見
極

め
に
く
さ
」

「
教
育
訓
練

の
外
部
委
託
、

ま
た
は
企
業

内
実
施
へ
の

切
り
換
え
に

よ
る
教
育
訓

練
投
資
の
圧

縮
」
が
あ

が
っ
た
（
平

均
選
択
数

二
・
二
個
）。

　

な
お
、「
そ

の
他
」
と
し

て
「
量
か
ら

質
へ
の
転

換
」
や
「
そ

図１　教育訓練投資の過去10年間における推移と今後の見通し

※今後の見通し

※過去１０年間
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の
時
々
で
真
に
必
要

な
も
の
の
み
へ
の
絞

り
込
み
」
と
い
っ
た

記
述
も
あ
っ
た
。

今
後
、
ど
の
よ

う
に
推
移
す
る

見
通
し
か

　

一
方
、
従
業
員
に

対
す
る
教
育
訓
練
投

資
が
今
後
、
ど
の
よ

う
に
推
移
す
る
見
通

し
か
尋
ね
る
と
、【
正

規
・
非
正
規
従
業
員
】

と
も
に
減
少
傾
向
が

縮
小
し
、
増
加
・
横

ば
い
傾
向
が
増
大
す

る
見
通
し
と
な
っ
た

（
図
１
）。
少
な
く

と
も【
正
規
従
業
員
】

に
つ
い
て
は
、
過
去

一
〇
年
間
は
減
少
傾

向
と
し
て
き
た
企
業

が
今
後
、
増
加
・
横

ば
い
傾
向
に
転
じ
て

お
り
、
教
育
訓
練
投

資
の
下
げ
止
ま
り
の

兆
し
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。

　

こ
れ
を
製
造
・
非

製
造
別
に
み
る
と
、

製
造
業
で
は
と
く
に

【
正
規
従
業
員
】
で
、

教
育
訓
練
投
資
の
減

少
が
下
げ
止
ま
り
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
に
対
し
、

非
製
造
業
で
は
と
く

に
【
正
規
従
業
員
】
に
つ
い
て
、
教
育
訓
練

投
資
が
む
し
ろ
増
加
す
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、【
従
業
員
全
体
】
あ
る
い
は

【
正
規
・
非
正
規
従
業
員
】
の
い
ず
れ
か
に

対
す
る
教
育
訓
練
投
資
が
、
今
後
は
「
増
加

傾
向
」
で
推
移
す
る
と
回
答
し
た
企
業
に
そ

の
理
由
を
尋
ね
る
と
（
複
数
回
答
）、
も
っ

と
も
多
か
っ
た
の
は
、
①
「
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
高
付
加
価
値
化
（
他
社
と
の
差
別
化
の

追
求
）」
で
七
三
・
九
％
に
の
ぼ
っ
た
。
こ

れ
に
、②
「
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
（
人

材
育
成
力
）
の
低
下
」（
六
九
・
六
％
）
が
続

き
、
以
下
、
③
新
規
学
卒
な
ど
若
年
採
用
の

増
加
（
四
三
・
五
％
）、
④
女
性
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
多
様
な
労
働
力
の
活
用
（
三

九
・
一
％
）、
⑤
（
人
手
不
足
に
伴
う
）
未

熟
練
・
中
途
採
用
の
増
加
、
お
よ
び
⑤
省
力

化
（
生
産
性
向
上
）
の
追
求
（
同
率
の
三
四
・

八
％
）
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
平
均
選

択
数
三
・
五
個
）（
図
２
）。

　

こ
れ
も
製
造
・
非
製
造
別
に
み
る
と
、
い

ず
れ
も
「
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
低

下
」
や
「
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価
値

化
の
追
求
」
が
高
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

さ
ら
に
、製
造
業
で
は「
若
年
採
用
の
増
加
」

や
「
多
様
な
労
働
力
の
活
用
」
等
が
、
一
方

で
非
製
造
業
で
は
「
省
力
化
」
や
「
未
熟
練
・

中
途
採
用
の
増
加
」
等
が
多
く
な
っ
て
い
る

点
で
、
違
い
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
る

�
（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）

図２　教育訓練投資を今、増加させる理由
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